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• 本資料では、温室効果ガス排出量の現況推計手法を紹介しています。

• 最も簡易的な手法は、自治体排出量カルテ（標準的手法）による推計です。

※自治体排出量カルテについては、スライド15～を参照。

• ただし、自治体排出量カルテなどの簡易的な手法では、温室効果ガス排出量の

精緻な算定ができず、計画にも影響を及ぼす可能性があります。

• このため、本資料に掲載の現況推計手法の特徴を踏まえ、各自治体の状況に

適した手法を選択することで、より精緻な温室効果ガス排出量の算定や施策実

施後の効果測定が可能となります。

はじめに：本資料について

https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/tools/karte.html
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第２回講座までに各自で学習していただきたい事項

① 温室効果ガス排出量の現況推計手法の種類を学ぶ（ス

ライド5参照）

② 「業務その他部門」を参考に、それぞれの手法の特徴や違

いを理解するとともに、どのような場合にどの手法を選択す

べきかなどを考える（スライド6~14参照）

※なお、第２回講座内で、本資料掲載の現況推計手法について、

 それぞれの特徴（メリットやデメリット）や活用できるポイントなどを解説します。
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算定手法（一覧）



「地方公共団体実行計画（区域施策編）策定・実施マニュアル（算定手法編）」【環境省】で示されている、各部門・分野ごとの現状推計手法

（参考）カテゴリA・・・実績値がなくても可能な現状推計手法のうち、統計量の按分が１段階のもの

カテゴリB・・・実績値がなくても可能な現状推計手法のうち、統計量の按分が２段階のもの

カテゴリC・・・実績値を活用する手法のうち、統計量の按分が１段階のもの

カテゴリD・・・実績値を活用する手法のうち、統計量の按分が２段階のもの

カテゴリE・・・統計量の按分によらない推計手法

排出量カルテで
扱っている内容

排出量の手法分類としてはカテゴリA～Eに分けられます。次ページ以降では、業務その他部門における推計手法について解説します。

https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/data/manual_santei_202303.pdf
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「業務その他部門」における現状推計手法

①都道府県別按分法

＝ × ×CO2排出量

CO2

（単位:t-CO2）

都道府県別
ｴﾈﾙｷﾞｰ消費統計
炭素排出量
（単位:t-C）

CO2重量比

44

12

（単位:t-CO2/t-C）

※データはこちら

従業者数比

(単位:%)

[自治体内/県内]

②都道府県別按分法（実績値活用）

＝

× ×

CO2排出量

CO2

（単位:t-CO2）

都道府県別
ｴﾈﾙｷﾞｰ消費統計
炭素排出量
（単位:t-C）

CO2重量比

44

12

（単位:t-CO2/t-C）

※データはこちら

電気以外

従業者数比

(単位:%)

[自治体内/県内]＋

自治体内の
電気使用量
[業務その他]
（単位:kWh）

× 排出係数
（単位:t-CO2/kWh）

按分

実績値把握

按分

特徴：中核市未満の市町村における標準的手法

特徴：「①都道府県別按分法」と比較して、区域の実態に近い推計が可能
※ここでは自治体内の電気使用量の実績値を把握したと仮定した場合の算定方法を示しています。

※データはこちら

※データはこちら

※データはこちら

スライド9～10参照

https://www.enecho.meti.go.jp/statistics/energy_consumption/ec002/results.html
https://www.enecho.meti.go.jp/statistics/energy_consumption/ec002/results.html
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/file-download?statInfId=000040067889&fileKind=2
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/file-download?statInfId=000040067889&fileKind=2
https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/files/calc/r05_coefficient_rev4.pdf


③事業所排出量積上法

＝ ＋CO2排出量

CO2

（単位:t-CO2）

特定事業所
排出量

（単位:t-CO2）

※データはこちら
（開示請求で取得）

④原単位活用法

＝CO2排出量

CO2

（単位:t-CO2）

自治体内の
用途別

延べ床面積
（単位:m2）

× 用途別

ｴﾈﾙｷﾞｰ使用原単位
（単位:GJ/m2）

CO2

× ×総合ｴﾈﾙｷﾞｰ
統計

（単位:t-C）

CO2重量比

44

12

（単位:t-CO2/t-C）

※データはこちら

事業所数比

(単位:%)

[特定事業所を除く]

※データはこちら

按分

× 排出係数

（単位:t-CO2/GJ）

※「固定資産の価格等の概要調査書」､「商業統計」､
「学校基本調査」､「公共施設状況調」､
「国有財産一件別情報」などを用いて推計

特徴：区域内の特定事業所の排出割合が大きい場合に実態に近い推計が可能

特徴：用途別の排出量の推計が可能

0.06

スライド11～12参照

スライド13～14参照

https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/request
https://www.enecho.meti.go.jp/statistics/total_energy/xls/toukeihyo/stte_2021.xlsx
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/file-download?statInfId=000040067884&fileKind=0
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参考事例
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①都道府県別按分法と②都道府県別按分法（実績値活用）の比較

津山市
排出量カルテ

②都道府県別按分法(実績値活用)で算定した数値

①都道府県別按分法で算定した数値 《排出量カルテ》

津山市地球温暖化対策実行計画(P.47) 
https://www.city.tsuyama.lg.jp/common/photo/
free/files/11037/keikaku.pdf

・業務その他部門
・2013-2014年度
同範囲での排出量比較
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②都道府県別按分法（実績値活用）を用いた推計式の事例
（津山市の場合）

都市ガスのエネルギー種別CO2排出量
→実績値活用（都市ガス販売量）にて算定

都市ガス以外のエネルギー種別CO2排出量
→都道府県別按分法にて算定

②都道府県別按分法（実績値活用）
→市内業務その他部門全体のCO2排出量
（都市ガスのCO2排出量＋都市ガス以外のCO2排出量）

津山市では、都市ガスは販売量の実績値を活用し、それ以外のエネルギー種別では都道府県別按分法を使っ
てCO2排出量を算定しています。

参照先 津山市地球温暖化対策実行計画(P.95 ) 
https://www.city.tsuyama.lg.jp/common/photo/free/files/11037/keikaku.pdf
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①都道府県別按分法と③事業所排出量積上法の比較

つくば市排出量カルテ

つくば市地球温暖化対策実行計画(P.27)https://www.city.tsukuba.lg.jp/material/files/group/137/kuiki.pdf

③事業所排出量積上法を組み合わせて算定した数値

①都道府県別按分法で算定した数値 《排出量カルテ》

・業務その他部門
・2013-2016年度
同範囲での排出量比較
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③事業所排出量積上法を用いた推計式の事例（つくば市の場合）

特定事業所のCO2排出量
→事業所排出量積上法にて算定

中小規模事業所のCO2排出量
→都道府県別按分法にて算定

③事業所排出量積上法＋①都道府県別按分法
→市内業務その他部門全体のCO2排出量
（特定事業所の排出量＋中小規模事業所の排出量）

つくば市では、特定事業所はCO2排出量の実績値を使用し、その他中小規模事業所のCO2排出量は都道府
県別按分法を使って算出しています。

参照先 つくば市地球温暖化対策実行計画(P.66 ) 
https://www.city.tsukuba.lg.jp/material/files/group/137/kuiki.pdf

つくば市地球温暖化対策実行計画
（区域施策編）
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①都道府県別按分法と④原単位活用法の比較

掛川市
排出量カルテ

第3期掛川市地球温暖化対策実行計画(P.25 )
https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/f
s/4/0/4/0/2/3/_/______3____________
_____.pdf

①都道府県別按分法で算定した数値 《排出量カルテ》

④原単位活用法を組み合わせて
算定した数値

・業務その他部門
・2013-2018年度
同範囲での排出量比較
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④原単位活用法を用いた推計式の事例（掛川市の場合）

電気のエネルギー種別CO2排出量
→原単位活用（業務床面積当たりの電力消費量）にて算定

電気以外のエネルギー種別CO2排出量
→  都市ガス：実績値活用（都市ガス消費量）
プロパンガス、その他：都道府県別按分法

④原単位活用法＋②都道府県別按分法（実績値活用）
→市内業務その他部門全体の排出量
（電気のCO2排出量＋電気以外のCO2排出量）

掛川市の場合、電気は④原単位活用法を、それ以外のエネルギー種別は②都道府県別按分法（実績値活
用）を使って算出しています。

事前資料は以上です。コンサルに委託した際は、排出量がどの手法で算定されているか、なぜその手法を使ったのかを確認しましょう。
第２回講座内では、本資料掲載の現況推計手法について、それぞれの特徴（メリットやデメリット）や活用できるポイントなどを解説します。

参照先 第3期掛川市地球温暖化対策実行計(P.97 )
https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/fs/4/0/4/0/2/3/_/______3_________________.pdf
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参考情報
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【参考】自治体排出量カルテについて

◼ 自治体排出量カルテとは

• 環境省が作成している、都道府県・市区町村の部門別CO₂排出量の現況推計等の時系列データをわかりやすく可視化した資料のこと。

• CO2排出量の現況推計の他、他の地方公共団体との比較や再エネ導入状況等を包括的に知ることができる。

自治体排出量カルテの構成

1 CO2排出量の傾向把握
• 排出量の部門・分野別構成比（2005年、2013年、2020年）

• 部門・分野別の温室効果ガス（CO2）排出量の経年変化

• 部門・分野別構成比の比較（都道府県平均及び全国平均）

2 活動量の現状把握

• 部門・分野別指標の推移（人口・世帯数、出荷額、等）

３ 特定事業所の現状把握
• 地方公共団体の区域全体の排出量に占める特定事業所のカバー率

• 特定事業所の排出量や1事業所当たりの排出量

４ 再エネ導入量の把握

• 地方公共団体の再生可能エネルギー導入状況

• 他の地方公共団体との再生可能エネルギー導入容量・普及率の比較

５ 再エネ導入ポテンシャルの把握

• 地方公共団体の再生可能エネルギー導入ポテンシャル

• 他の地方公共団体における再生可能エネルギー導入ポテンシャル

メリット

1 誰でもアクセスして利活用できる
• 環境省のHPから誰でもダウンロードして閲覧可能

• ファイルから必要な情報のみを選んで編集・利用することも可能

2 収集や算定が必要な情報が結果だけ簡易的に表示されている
• 本来は必要となる、排出量算定のための複雑な工程が省略可能

• 定量データがグラフにより可視化されており、視覚的にわかりやすい

３ 他の地方公共団体との比較が行える
• 全国平均及び都道府県平均との各種比較が掲載されている

• 比較により、自身の自治体の特性や偏向が一目でわかる

デメリット

1 算定結果の精度は確かではない
• 全国または都道府県の炭素排出量を用いて簡易的に按分算定している

• そのため、実際の排出量に近しいとは限らない

厳密なCO2排出量算定ではなく、
傾向や要因の分析に活用しやすい
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【参考】自治体排出量カルテについて

◼ 自治体排出量カルテのダウンロード方法

• 自治体排出量カルテは、環境省のHPからダウンロードが可能。

• 具体的なダウンロードの流れは以下の通り。

１．環境省のHPへアクセス

以下URLのリンクを踏み、環境省HPにアクセスする。
https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/tools/karte.html

２．都道府県、市町村を選択

自身の都道府県、市町村を選択。

※Excelはデータの加工が可能なため、作業時はExcelをダウンロードする

 ことを推奨

https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/tools/karte.html
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